
 

 

 

 

   

                                                                                                                                

                                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

り よ だ 館 書 図 
「読みたい本がきっと見つかる！」農芸図書館 発行 2022.7.5（火)                                                        

７月に入り、ますます気温の高い日が続きそうです。 

感染症対策も、熱中症対策もしっかりとお願いします。 

図書館は電力需要の関係で普通教室のエアコンを消してから 

エアコンを稼働させます。放課後は空調管理していますが 

図書館内でも水分補給を適宜おこなってください。 

フタの閉まる水筒やペットボトルの持ち込みは OKです。 

 

２年生福祉コースで授業利用。どんなデザインにしようか？図書館の資料とChromeBook

を併用してオリジナル作品作りに挑戦。ものづくりが楽しいのは完成する達成感が味わ

えるところ。消しゴムはんこは紙だけでなく布やビンなどいろんな素材に押せるのでア

イディア次第で自分だけのグッズも作れます。 

月 火 水 木 金

11 12 13
学年行事

14
三者面談

15
三者面談

18
祝日

19
三者面談
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終業式
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一斉健康診断

26 27 28 29
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学校休校日
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学校休校日
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22
研修会

23
学校説明会

24 25 26

29 30 31 1
始業式
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    は休館です。返却はポストをご利用ください。 

夏休みは貸出し冊数上限なしです。貸出し期間も 9/1 まで延長しています。 

この機会にシリーズもの一気読みの達成感を味わってみてはいかかでしょうか。 



１８世紀のドレスメイキング 
１８世紀を代表する４つのシルエット 

「イングリッシュ・ガウン」 

「サック・ガウン」 

「イタリアン・ガウン」 

「ラウンド・ガウン」の作り方を、 

当時のドレスメーカーたちが 

用いていたのと同じ“手縫い” 

で学ぶことができます。 

世の中に悪い人はいない 
傷さえも思い出にできたら、きっと 

幸せになれる。ＢＴＳメンバー愛読 

短編集あなたを傷つけた人は、本当 

に悪い人だった？ 韓国で、ＢＴＳ 

・Ｊ－ＨＯＰＥ氏が紹介して話題に。 

人間関係で失敗して、後悔して・・・ 

かたまった心を解きほぐしてくれる 

ような、小さなエピソードを４０編収録。 

全員がサラダバーに行ってる時に

全部のカバン見てる役割 
誰にでもあるこんなトホホ、あんな 

トホホ。でも、ここにあるのは、とびきり 

のトホホ。あなたに明日笑ってもらう 

ために、僕の不幸を短歌にしてみました。 

マスカレード・ゲーム  
解決の糸口すらつかめない 3つの 

殺人事件。共通点はその殺害方法と 

被害者はみな過去に人を死なせた者 

であることだった。捜査を進めると 

その被害者たちを憎む過去の事件に 

おける遺族らが、ホテル・コルテシア 

東京に宿泊することが判明。警部となった新田浩介は、

複雑な思いを抱えながら再び潜入捜査を開始する 

俺ではない炎上 
ある日突然、「女子大生殺害犯」とされた 

男。既に実名・写真付きでネットに素性 

が曝され、大炎上しているらしい。 

まったくの事実無根だが誰一人として 

信じてくれない。会社も、友人も、家族で 

さえも。ほんの数時間にして日本中の 

人間が敵になってしまった。必死の逃亡を続けながら、男は

事件の真相を探る。 

両手にトカレフ  
『ぼくはイエローでホワイトで、 

ちょっとブルー』の著者が 14歳の 

少女の「世界」を描く、心揺さぶる 

長編小説で大反響の一冊。 

星守る犬 完全版  
犬と人の魂の交流を描いた 

「泣ける本」。生きることの美しさ。 

たとえ、それが「死」で終わったと 

しても、そこにはなお、残り続ける 

何かがあるんだ――。 
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ペイント 
子どもを欲しがらない人は 

ますます増えてきた。出産を奨励 

するために政府がさまざまな 

支援策を打ち出したが無駄だった。 

時間が経つにつれ状況は 

ややこしくなった。政府は結局 

新たな道へ踏み出した。 

「これからは国が責任を持って子どもを育てます」。 

母性 
女子高生が自宅の庭で倒れている 

のが発見された。母親は言葉を 

詰まらせる。「愛能う限り、大切 

に育ててきた娘がこんなことに 

なるなんて」。世間は騒ぐ。 

これは事故か、自殺か。映画原作本。 


